別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名: 防災ヘリコプター運行委託費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災航空担当　電話番号：058-385-3772
　　　　　　 E-mail：koku1@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：108,360千円（前年度予算額：118,895千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（1） 防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」の運航管理を民間運航会社に委託する。委託内容は以下のとおり。
1 操縦（操縦士２名：耐空検査・定期点検後の試験飛行を含む）

②整備点検（整備士１名：日々の点検や中間点検の実施。耐空検査・定期点検の中間検査及び領収検査の立会い）
③運航管理〔運航オペレータ１名：飛行計画（フライトプラン）の提出、飛行情報の把握〕
（２）管理施設（格納庫、管理事務所、資機材置場、駐車場）の確保・管理

（３）委託の時間

①土日祝祭日を含む年間３６５日間

②運航時間は、８時３０分から１７時１５分まで（５月１５日～８月１５日の期間は８時３０分から１８時３０分まで）。ただし、緊急運航時は日の出から日没まで。

◆防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」 ＢＫ１１７Ｂ－２
最大搭乗人数　１０人

最大巡航速度　２４７km/h

最大航続距離　５７０km

最大航続時間　２時間２０分
◆岐阜県防災航空隊の組織

防災航空隊長１人、安全管理者１人

管理班（事務職員１人）

運航隊（操縦士２人、整備士２人）

消防航空隊（派遣された消防吏員の隊長１人、副隊長５人、隊員７人）

委託運航班（民間運航会社の操縦士２人、整備士１人、運航オペレータ１人）

	２　所要経費


（１）人件費　(97,879千円)
（２）航空手当　(4,424千円)
（３）施設賃貸料　(6,057千円)
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　　・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


　防災ヘリコプターの機動性を活かし、林野火災における消火活動や救急搬送活動、捜索救助活動などの消防防災業務に対し、県内の消防機関と連携して迅速な対応を行うことができた。
（１）「若鮎Ⅰ」の主な沿革

	平成　６年　１月　１日
	岐阜県防災航空隊発足

	平成　６年　１月１３日
	防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」導入

	平成　６年　４月　１日
	防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」運航開始

	平成１６年　６月　１日
	岐阜大学医学部附属病院と協定を締結

	(平成１７年　４月　１日)
	(ドクターヘリ的運航を正式開始)


（２）平成２１年度の「若鮎Ⅰ」緊急運航実績

	活動内容
	件数
	飛行時間

	火災防ぎょ
	15件
	9時間42分

	捜索救助
	31件
	30時間44分

	救急搬送
	82件
	54時間48分

	災害応急対策
	2件
	3時間29分

	広域消防航空応援
	1件
	1時間25分

	航空消防相互応援
	1件
	0時間53分

	合　計
	132件
	101時間01分


	３　これまでの取組に対する評価


防災ヘリコプターは、平成１６年度に岐阜大学医学部附属病院と防災ヘリへの医師搭乗に関する協定を締結し、ドクターヘリ的運航を開始したことにより、救急搬送活動の件数が大幅に増加し、県民の救命効果の向上に寄与している。
また、林野火災における消火活動、捜索救助活動など防災ヘリコプターの機動性を活かした活動を行うことで、県内の消防機関の消防活動、及び市町村の防災対策の支援に幅広く貢献している。
＜今後の課題＞
平成22年度のドクターヘリの導入に伴い、役割分担や連携体制の構築を行う必要がある。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	118,895
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	118,895

	要求額
	108,360
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	108,360
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